
基準値 目標 達成

年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

- 53 88 77 94 89 80

80 80 80 80 80

基準値 目標値 達成

16年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

－ 14 18 22 15 12 14

14 14 14 14 12

基準値 目標 達成

年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 32年度

- 107 114 132 155 175 200

60 80 100 120 140

基準 目標 達成

年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 44年度

参加者追
跡率（９
７％）

参加者
追跡率
（９６％）

金属類等
の化学分
析の実施

有機フッ
素化合
物類等
の化学
分析の
実施

- - -

参加者の
フォロー
アップ及
び化学分
析の進捗

参加者
のフォ

ローアッ
プ及び化
学分析
の進捗

施策の進捗状況（実績）

○

○

④子どもの健康と環境に
関する全国調査の進捗状

況

全国10
万人の
データ解
析を行
い、健康
と環境
の関連
性を明ら
かにす
る。

施策の進捗状況（実績）

②環境リスク初期評価
実施物質数

実績値

6,074 6,075 5,839

施策に関係する内閣の重
要政策（施政方針演説等
のうち主なもの）

①化学物質環境実態調査
を行った物質・媒体数

年度ごとの目標値

③内分泌かく乱作用に関
して、文献等を踏まえ評価
対象として選定した物質

数（累積）

繰越し等（c） - - -

合計（a＋b＋c） 6,434 6,363 5,931

執行額（百万円）

5,631

補正予算（b） 1,298 1,302 866 -

区分 27年度 28年度 29年度 30年度

予算の
状況
（百万
円）

当初予算（a） 5,136 5,061 5,065

追跡調
査の実
施及び
詳細調

査、化学
分析の
開始

平成２９年度実施施策に係る政策評価書
（環境省２９－㉙）

施策名 目標６－１　環境リスクの評価

施策の概要 化学物質による人の健康や生態系に対する環境リスクを体系的に評価

達成すべき目標

①一般環境中の化学物質の残留状況を調査し、基礎資料として施策の策定に活用する。
②化学物質の環境リスク初期評価調査を実施し、環境を経由した化学物質による影響の未然防止を図
る。
③化学物質の内分泌系かく乱作用について調査研究を実施し、各化学物質が人の健康や生態系に及
ぼす影響について明らかにし、リスク評価を実施する。
④子どもの健康と環境に関する全国調査を実施し、次世代育成に係る健やかな環境の実現を図る。

施策の予算額・執行額等

追跡調
査、詳細
調査及
び化学
分析の
実施

○

年度ごとの目標値

-

測定指標

年度ごとの目標

○

年度ごとの目標値

施策の進捗状況（実績）

参加者
登録の
終了及
び追跡
調査の
実施

別紙２



施策の分析

目標達成度合いの
測定結果

次期目標等への
反映の方向性

①化学物質環境実態調査については、中央環境審議会環境保健部会化学物質評価専門委員会におい
て専門的な検討をいただいているところ。
②環境リスク初期評価に関しては、中央環境審議会環境保健部会化学物質評価専門委員会において
専門的な検討をいただいているところ。
③化学物質の内分泌かく乱作用に関する検討会において専門的な検討をいただいているところ。
④エコチル調査企画評価委員会等において、本調査の企画、実施内容の評価及び本調査の成果を国
際貢献につなげるための国際連携の方向性等について、検討を行っていただき、今後の調査実施に反
映している。

【施策】

①今後も引き続き省内関連部署から調査の要望があった化学物質につい
て、着実に一般環境の残留状況を調査する。
②環境リスク初期評価については、引き続き、関係課室の要望を踏まえて化
学物質の初期評価を実施する。
③今後も引き続きEXTEND2016に基づき選定した内分泌かく乱作用に係る評
価対象物質について有害性評価を行い、当該物質の適切なリスク評価・リス
ク管理に向けて、その手法の検討に資する有用な知見を得る。
④子どもの健康と環境に関する全国調査については、引き続き着実な調査
の実施と計画的な化学物質の分析を進める。また、調査の進捗に応じて収
集・分析したデータから得られた成果を社会に還元する。

【測定指標】

目標達成（各行政機関共通区分）

（判断根拠）

①化学物質環境実態調査では、平成29年度に89物質・媒体について調査を
実施したことをはじめ、直近5年間の実績値として目標値を上回っているた
め。
②環境リスク初期評価のための基礎情報の収集・検討作業を推進し、12物
質について環境リスク初期評価を取りまとめ、公表し、目標を達成した。
③化学物質の内分泌かく乱作用については、文献調査等を踏まえた評価対
象物質の選定数について、平成28年6月に「化学物質の内分泌かく乱作用に
関する今後の対応― EXTEND2016 ―」（EXTEND2016）で設定した目標を達
成した。
④フォローアップ状況を示す指標である追跡率を高値で維持できており、化
学物質の分析も進捗しており、目標を達成した。

政策評価を行う過程にお
いて使用した資料その他
の情報

①平成29年度化学物質環境実態調査の進捗状況（中央環境審議会環境保健部会化学物質評価専門
委員会（第23回）資料２－３）
②化学物質の環境リスク評価（第16巻）
③「化学物質の内分泌かく乱作用に関する今後の対応－EXTEND2016」に基づく取組について（中央環
境審議会環境保健部会(第39回)資料６）
④参加者ステータス集計表（コアセンター作成）、エコチル調査の進捗状況（平成29年度第2回エコチル
調査企画評価委員会資料３）

①化学物質対策に係る各種施策を行う上で、必要となる基礎データの提供
状況について測定可能な指標として、今後も引き続き「化学物質環境実態調
査を行った物質・媒体数」を指標とする。
②環境リスク初期評価については、引き続き、環境リスク初期評価実施物質
数とする。
③引き続き、EXTEND2016に基づき、化学物質の内分泌かく乱作用について
文献調査等を踏まえて選定した評価対象物質の選定数を指標とする。
④子どもの健康と環境に関する全国調査については、調査参加者の追跡率
と化学物質の分析の実施状況を測定指標とする。

評
価
結
果

担当部局名
環境保健部
環境安全課

環境リスク評価室

　作成責任者名
　 （※記入は任意）

環境安全課長
瀧口　博明

環境リスク評価
室長　笠松 淳也

政策評価実施時期

学識経験を有する者の知
見の活用

平成30年6月

①化学物質環境実態調査の結果については、調査要望を受けていた省内の化学物質規制等の施策を
行っている部署にフィードバックし、それぞれの施策に活用されている。
②環境リスク初期評価については、平成29年度までに358物質について評価を取りまとめ、公表してい
る。評価結果について、必要に応じて関係部局等に情報提供することで、環境を経由した化学物質によ
る影響の未然防止に寄与している。
③EXTEND2016に基づき選定した内分泌かく乱作用に係る評価対象物質について有害性評価を行い、
当該物質のリスク評価・リスク管理の手法の検討に向けて、有用な知見を得た。
④子どもの健康と環境に関する全国調査では、調査における参加者の追跡率を高値で維持し、データ
解析を行うための化学物質の分析も順調に進めているところ。着実に調査の解析に必要なデータの蓄
積や分析が進むことで、調査の効果的な実施に繋がり、ひいてはこれらが次世代育成に係る健やかな
環境の実現に寄与している。


